
資料６
平成３０年度　事業評価シート（市民参画事業）

市民参画事業

（単位：千円）
施策コード 展開方向 予算額

1
地域自治協議会設立に向けたワー

クショップ
ワークショップ

地域の各種団体
関係者

地域の各種団体関係者が参加し、地域の課題や将
来像、個性等について共通理解を得ることを目的
に「地域コミュニティワークショップ」を、また
地域自治計画を策定することを目的に「地域自治
計画策定ワークショップ」を開催する。

地域自治協議会設立支援の取組の一つとして、
希望する地区において、地域で活動する各種団
体関係者を対象に、地域コミュニティワーク
ショップを開催する。また、地域自治協議会準
備交付金の交付対象地区の内、希望する地区に
おいて、地域自治計画策定ワークショップを開
催する。

1-01-01 1 1,500

地域内の多種多用な団体の関係者が
参加し、幅広い議論が出来ている。
引き続き、多種多様な団体の関係者
の参加を募りワークショップを実施
することで、より多くの意見を反映
させるようにする。

地域づくり推進課

2 もてなしのまちづくりの推進 審議会・委員会等

学識経験者
市民公募委員
もてなしのまち
づくりに取組む

団体

誰もが訪れたくなり、末永く暮らしたくなる魅力
あふれる奈良市を実現するための“もてなしのま
ちづくり”を市、市民、事業者が協働して推進す
る。“もてなしのまちづくり”を総合的かつ計画
的に推進するための奈良市もてなしのまちづくり
推進行動計画を実施することにより、市民、事業
者の取組への参加を促進する。

平成29年度に引き続き、「もてなしのまちづく
り推進会議」を開催し、もてなしのまちづくり
に取組む団体のネットワークの場を提供する。
委員会で指摘があったように、会議での議論
テーマの設定を適切に行うことで、もてなしの
まちづくり推進につなげる。

1-01-02 1 74

市、市民、事業者等が協働し、「も
てなしのまちづくり」をより効果的
に進めるための方策を考え、実行す
る。

地域づくり推進課

3
ＮＰＯ法人条例指定制度審査委員

会
審議会・委員会等 学識経験者

奈良市内の特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）に
対する寄附を促進するために、平成25年4月、
「奈良市個人市民税の控除対象となる寄附金を受
け入れる特定非営利活動法人の基準、手続等に関
する条例」を施行し、毎年度、団体を募集し指定
を行っていく。

指定団体となる団体を公募し、条例指定制度審
査委員会で審査を行った結果、新たにＮＰＯ法
人を条例で指定していく。

1-01-02 1 214

平成３０年度は、NPO法人条例指定
制度指定団体を募集したところ１団
体の応募があり、審議会を経て条例
指定団体となった。引き続き、毎年
募集を行っていく。

地域づくり推進課

4
市民参画及び協働によるまちづく

り審議会
審議会・委員会等

市民公募委員
市民団体の活動

者

市民公募による委員を含む審議会を開催し、市民
参画及び協働によるまちづくりの推進に関する重
要事項について調査審議する。委員の意見をもと
に奈良市市民参画及び協働によるまちづくり条
例、奈良市市民参画及び協働によるまちづくり推
進計画の見直し等を行う。

「市民参画及び協働によるまちづくり推進計
画」の進捗管理及びコミュニティ政策（地域自
治協議会の設立）等を案件として審議会を開催
し、審議会の提言を事業に反映させ、市民参画
及び協働によるまちづくりを推進する。

1-01-02 1 315

市民公募委員の参加により、様々な
視点からの意見を聞くことができ、
事業推進の参考にすることができて
いる。引き続き、公募委員の参加を
得ながら審議会を開催する。

地域づくり推進課

5
ボランティアインフォメーション

センター運営推進懇話会
審議会・委員会等 学識経験者

ボランティアインフォメーションセンターの運営
に関する評価及び助言をいただくために、学識経
験者等による第三者で構成する運営推進懇話会を
開催する。

評価や助言に基づき、ボランティアインフォ
メーションセンターの改善等を行い適正な運営
を進めていく。
平成３０年度からは、年１回のみの開催とす
る。

1-01-02 1 36

学識経験者等の参加により、様々な
視点からの意見を聞くことができ、
運営に関する評価や助言をもらうこ
とができている。引き続き、懇話会
を開催し、そこでの助言に基づき改
善等を行っていく。

地域づくり推進課

6 公民館運営審議会 審議会・委員会等

市民団体の活動
者

学識経験者

社会教育法第２９条に基づき、公民館運営審議会
を設置し、公民館主催事業や公民館活動が真に市
民のニーズに照らしているか、また公民館運営の
あり方等について審議する。

委員の選出分野を広げ、委員の入替を図ること
で審議会を活性化する。また、全国、近畿、奈
良県の各公民館大会へ参加し、その情報を速や
かに共有し、より良い公民館運営及び各種事業
の企画実施について調査審議を行う。

2-03-01 1 381

委員の選出分野を広げ、委員の入替
を図ったことで活発な意見交換が行
われ、審議会の活性化につながって
いる。今後も公民館運営及び事業企
画をより市民ニーズに即したものに
するため、引き続き審議会を開催
し、審議調査を行う。

地域教育課

7 奈良市文化振興計画 審議会・委員会等

有識者
市民団体の活動

者
市民公募委員

奈良市文化振興条例では文化に関する活動を行う
者・団体の自主性・創造性を尊重し、その環境整
備を図り、芸術文化と生活文化双方のつながりを
大切にしながら特色ある文化の育成をめざすこと
を理念としている。その理念を実現するため策定
した奈良市文化振興計画に基づき文化政策を推進
していく。

文化事業の評価システムの改善を進め、奈良市
における効果的な文化政策について協議を行
う。

2-05-01 1 330

文化施設の視察を行い評価に反映す
る等文化事業の評価システムの改善
を進めるとともに、文化振興補助金
の要綱の作成を行った。引き続き、
審議会を開催し文化政策についての
協議を行う。

文化振興課

8 奈良市子ども・子育て会議 審議会・委員会等 市民公募委員

平成25年３月に「奈良市子ども・子育て会議条例」を制
定し、本市の附属機関として「奈良市子ども・子育て会
議」を設置した。奈良市子どもにやさしいまちづくりプ
ラン（子ども・子育て支援事業計画）に基づき、子ど
も・子育て支援施策を実施していくとともに、その実施
状況について、地域の子ども・子育て家庭の実情を踏ま
えつつ、点検・評価・見直しを行っていくこと、また、
本市の子ども・子育て支援に関する重要事項について審
議することを目的とする。

本市の子ども・子育て支援施策について、子ど
も・子育て会議や専門部会を開催し、施策の内
容や計画について審議・評価を行う。
平成３０年度の主な取組としては、計画の平成
２９年度部分に対しての進捗管理を実施する予
定である。

3-02-01 2 1,662

奈良市で実際に子育てをしている市
民公募委員から、奈良市の子ども・
子育て支援に対する様々な意見をも
らうことで、市民の意見を取組に反
映することが出来ている。また、多
岐にわたる施策について、公募委員
が意見を出しやすいようによりわか
りやすい資料作成をすることが課題
である。

子ども政策課

今回は記入不要

今回は記入不要

今回は記入不要

平成30年度事業費
課題や効果及び今後の方針 課

決算額

今回は記入不要

今回は記入不要

今回は記入不要

今回は記入不要

今回は記入不要

総合計画上の位置付け
事業名 市民参画の手法 参画する人 事業の概要 平成30年度実施計画
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9 奈良市環境審議会 審議会・委員会等
市民公募委員・
学識経験者・産
業団体関係者等

奈良市環境基本条例に基づき、市民・学識経験
者・事業者等で構成される奈良市環境審議会を設
置し、環境の保全と創造に関する基本的事項につ
いて調査審議する。

平成30年度は審議会を2回開催し、環境基本計
画推進会議及び環境教育推進会議での取組や評
価コメント結果を審議するほか、奈良市の環境
に関する概況や施策の評価結果をまとめた冊子
「奈良市の環境」について審議する。

4-02-01 1 405

令和元年度は審議会を2回開催し、
環境基本計画推進会議及び環境教育
推進会議での取組や評価コメント結
果を審議するほか、奈良市の環境に
関する概況や施策の評価結果をまと
めた冊子「奈良市の環境」について
審議する。

環境政策課

10 奈良市環境基本計画推進会議 審議会・委員会等 市民・事業者等

市民・事業者等が参加する奈良市環境基本計画推
進会議を開催し、「奈良市環境基本計画（改訂
版）中間見直し」を総合的かつ効果的に推進す
る。

次年度予算編成時期までに、推進会議での意見
を各担当課に報告できるスケジュールで推進会
議を開催する。また、意見を取りまとめる過程
の見える化や上位計画に基づく事業計画シート
とリンクするような評価方法の検討をする。

4-02-01 1 132

平成30年度は2回会議を開催し、年
度当初に計画していたスケジュール
を概ね達成できた。今後は、次期環
境基本計画の改訂に向けたスケ
ジュールの検討や施策に関する意見
を求める。

環境政策課

11 奈良市環境教育推進会議 審議会・委員会等 市民・事業者等

市民・事業者・市（教育委員会も含む）等が参加
する奈良市環境教育推進会議を開催し、市民、地
域、学校、市民活動団体及び事業者と連携した協
働による環境教育を総合的かつ体系的に推進す
る。

環境教育推進会議を年３回程度開催し、環境教
育を推進するためのネットワーク構築に向け、
引き続き人材の育成の検討や環境教育推進員の
広報、活動の場の拡大を目指すための検討を行
う。

4-02-01 1 112

環境教育推進会議を年１回、会議参
加者及び地域で環境教育を推進する
方々との交流会を１回開催し、環境
教育を推進するためのネットワーク
構築に向けた意見交換を行った。今
年度は、今後の会議の開催及び環境
教育の推進について検討する。

環境政策課

12
クリーンセンター建設計画策定事

業
審議会・委員会等

市民公募委員
自治連合会の代

表者
市議会議員
学識経験者等

市民のより良い生活環境の形成を目指し、計画的
かつ効率的にクリーンセンターの建設を推進す
る。

事業が進捗する現実的な方策を早期に決定す
る。また、事業の方向性により策定委員会の今
後のあり方について検討する。

4-04-01 2 15,785

事業が進捗する現実的な方策を決定
することができていないが、今後も
適宜、必要な報告や情報提供を行う
とともに、ご意見をいただきなが
ら、市が主体性を持って建設計画を
進めていく。

クリーンセンター建
設推進課

13 開かれた市政 情報交換・情報提供 市民

情報提供の場として、奈良市のホームページに
「市長の動き」を掲載し、広く市民の方々に市長
の公務内容を知っていただくことで、市政への関
心を高めるとともに、市民参画による「開かれた
市政」の実現を目指す。

より多くの方々に閲覧していただけるよう、レ
イアウトやコメント内容の改良を加えるととも
に、掲載写真についても、会場の臨場感等が伝
わる「写真」の選定を行う。加えて、極力タイ
ムラグが発生しないよう、ホームページの随時
更新を行う。

7-01-01 1 0

コメントの検討、校正に時間を要するこ
とが課題となっている。基本的には写真
とタイトルで内容が伝わるものはコメン
トを割愛し、特に周知が必要な行事等は
コメントを工夫し、充実させていく。よ
りタイムラグの短縮を図るため、更新頻
度を上げてゆく。

秘書広報課

14 まちかどトーク 説明会・意見交換会

自治会、万年青
年クラブ等の高
齢者団体、小学
校PTA、地域の

女性団体
NPO・ボラン
ティア団体等

市民等が各種テーマから希望するテーマを選び、
担当職員が出向いて、市の施策や制度について説
明を行う。

市民からの「まちかどトーク」実施申込を受
け、各種テーマに応じて、担当課の職員が市民
の身近なところに出向き、市政の紹介や施策、
制度についての情報提供をすることにより、さ
まざまな市民の意見や提言、ニーズを集約でき
る場とする。

7-01-01 1 19

前年度より参加人数が約200人増加し、参
加者の90％以上が「大変参考になった」
「参考になった」を選んでおり、満足度
はかなり高い。また、まちかどトークを
「知っていた」が半数を超えたことから
認知度の高まりも伺える。さらに若者の
参加者を増やすため、SNS等でも情報発信
していいく。

秘書広報課

15 パブリックコメント パブリックコメント 市民等
市の基本的な施策を策定する過程において、その
内容その他必要な事項を広く公表し、これらにつ
いて市民等から直接に意見及び提言を求める。

「クリーンな市政」を実行するため、市が行お
うとしている施策を策定する過程において、計
画等の案を公表し、それに関して市民等からパ
ブリックコメント手続きにより出された多様な
意見や提言などを受け付け、寄せられた意見等
を考慮して意思決定を行う。

7-01-01 2 0

市の施策の基本的な計画づくりを市
民と意見交換することで、市政に市
民の意見を取り入れることができ
る。市民参画のためより広く様々な
立場の市民から意見が集まりやすい
ような広報や、現行の指針に基づい
た適切な運用を促す。

総務課

16 スポーツ推進審議会 審議会・委員会等 学識経験者

スポーツ基本法第31条及び奈良市スポーツ推進審
議会条例に基づき設置し、スポーツ推進計画やそ
の他スポーツ推進に関する重要事項の調査審議を
行う。

年２回の審議会を開催、スポーツ推進に関する
審議の他、奈良市スポーツ推進計画の進捗状況
及び成果の確認、スポーツ基本法第35条に規定
するスポーツ団体に対する補助金の審議を行
う。

2-06-01 2 142

年間2回の審議会を開催し、スポー
ツ推進に関する各種審議を行ってい
る。
また、奈良市スポーツ推進計画の進
捗状況及び成果を検討していく。

スポーツ振興課

今回は記入不要

今回は記入不要

今回は記入不要

今回は記入不要

今回は記入不要

今回は記入不要

今回は記入不要

今回は記入不要


